
【町屋型民家】

【茅葺き民家】

建築年代は、天保年
間（1829 ～ 44）と
推定。「うだつ」を持
ち、壁面は全て土塗
りの大壁である。軒
裏も塗り籠められ、
2 階は連続する虫籠
窓（むしこまど）に

なっている。屋根は、本屋根も下屋庇も赤瓦葺である。

さ
　ん

か
　い りまちの話題

後の世代に継承を 第1回ふくいの伝統的民家に認定

公園の遊具を整備
コミュニティ助成事業

許すな、密航！不審者、不審船
南越前町沿岸警備協力会らが看板設置

交通事故ゼロを願って
南越前町交通安全祈願祭

はっけよい　のこった !!
湯尾保育所おすもう大会

無火災とまちの安全を願い
平成19年南越前町消防出初式

　１年 優勝 堀井　駿（山王）２位 河出詩帆（天王）
　２年 優勝 川端紀々香（荒目）２位 藤橋春香（古木）
　３年 優勝 川上恵吏香（天王）２位 吉田千晶（稲荷・今庄）
　４年 優勝 鈴木拓海（立石）２位 谷口穂乃佳（八乙女）
　５年 優勝 出口卓哉（馬上免）２位 勝見公亮（日吉）
　６年 優勝 山内康平（下新道）２位 出口さやか（馬上免）

日本の伝統に親しんで
第3回今庄地区子どもかるた大会

（京藤甚五郎家・南越前町今庄  江戸後期（町指定文化財））
「うだつ」が見られる
町家で、切妻造、桟（さ
ん）瓦葺、軒は登梁（の
ぼりばり）形式。下屋
庇は、板葺きで1階左
側にやや粗い出格子を
持つ。右側には門を構
え、さらに土蔵が道沿

いに続き、主屋とともに伝統的な町なみ景観を形成している。

（畠山家住宅・南越前町今庄  江戸末期）


